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 第６章 復旧・復興重点プロジェクト          

 
１．町産材を活用した災害公営住宅整備・町営住宅再建プロジェクト 

   災害公営住宅整備・町営住宅再建に当たっては、町産材を部材とす

るほか、地元工務店への発注や財源として企業版ふるさと納税制度を

活用し、被災した町民の恒久的な住環境を確保することのほか、災害

により疲弊した本町経済と、林業をはじめとした産業の活性化を目指

します。 

 

関連する主な取組：災害公営住宅整備、町営住宅再建（建設課）、「（仮称）まるもり宝の山構 

想」等の策定及びその推進（農林課）など ※いずれも再掲 

  

主な取組 具体的な手法等 
復旧・復興期間 以降 

実施主体 
R2 R3 R4 R5 R6 R7～ 

町産材・地

元事業者の

活用検討 

町営住宅等整備発

注時における、町

産材・地元業者へ

の発注方法の検討 

      町（建設課） 

企業版ふる

さと納税制

度の活用 

企業版ふるさと納

税制度推進プロジ

ェクトチームの編

成、企業への全庁

的な周知活動 

      町（企画財政課、

全庁） 
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２．安全・安心の拠点形成プロジェクト 

   町防災計画の見直しを行い、迅速に災害対応ができる体制を整備す

るとともに、防災訓練や防災講話等により防災意識の普及を図り、町、

防災関係機関、住民や自主防災組織等がそれぞれ連携して、確実に行

動できる体制を構築します。 

   災害対応の主要拠点となる役場については、雨水ポンプ施設の増強

等による内水氾濫への対応や治水対策を実施し、役場周辺の内水氾濫

による被害を抑制することにより、防災拠点としての機能を確保しま

す。 

   また、大規模災害に備え、防災機能を代替できる拠点及び消防や警

察、自衛隊等の町外からの広域的な応援や様々な支援物資の受け入れ

などの調整業務を担う後方支援拠点等の整備についても、今後検討を

進めてまいります。 

   これらの取組により、防災体制の強化を図りながら、国民健康保険

丸森病院を中心とした医療提供体制の充実や、役場周辺への町営住宅

の再建などにより、いざというときに安心して身を寄せることができ

る拠点の形成を推進します。 

 

関連する主な取組：防災体制の強化（総務課）、地域医療体制の整備（丸森病院）、内水氾濫 

対策、災害公営住宅整備（建設課）など ※いずれも再掲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主な取組 具体的な手法等 
復旧・復興期間 以降 

実施主体 
R2 R3 R4 R5 R6 R7～ 

代替防災拠

点等の検討 

先進事例等の情報

収集、候補地を含

む整備方針の整

理、関係機関との

調整等 

      町（総務課、全

庁） 
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３．「儲ける農業」創造プロジェクト 

   甚大な被害を受けた竹谷、新町・羽入地区をモデル地区に選定し、

被災した農地等の復旧と区画整理などによる農地整備に向けた取組

とともに、ハウス等の施設整備も組み合わせて、収益性の高い園芸作

物への転換を推進します。特に、丸森町農業振興ビジョンに掲げる重

点作物のブロッコリー、イチゴ等の生産拡大に努めます。 

   併せて、集落営農の組織化・法人化の推進と当該法人の農業用施設・

機械整備を支援し、農地・農村を次の世代へ良好な状態で引き継ぐこ

とができる持続可能な地域農業と「儲ける農業」の実現を目指します。 

 

 

 

  

主な取組 具体的な手法等 
復旧・復興期間 以降 

実施主体 
R2 R3 R4 R5 R6 R7～ 

甚大な被災

農地におけ

る農業再生

モデル事業

（竹谷地

区、新町・

羽入地区） 

農地・農業用施設

の復旧 

      町（災害復旧対

策室・農林課）、

県 

農地基盤整備の推

進 

      町（農林課）、県 

集落営農の組織

化・法人化、農業

用施設・機械整備

支援、高付加価値

型園芸の推進 

      町（農林課、農業

創造センター）、

みやぎ仙南農業

協同組合、県 

継続的に実施 

継続的に実施 


